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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、1945年以降の「グローバル化」と「国際化」をめぐるメディア、政
策、法制度、産業、教育、市場、生活様式の展開が、戦後東アジア地域において文化的産物を生み出したのかを
明らかにすることである。3年間の研究をつうじて、アメリカの政治的かつ経済的影響力と中核国家としての日
本の役割が、東アジアの国際化とグローバル化を圧縮的に促し、東アジア諸国の文化交流と各国国内の文化的正
当性の確立・変容に多大な影響をおよぼしたことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study focuses on the development of media, policies, legal systems, 
industries, education, markets, and lifestyles as cultural products that have been produced by "
globalization" and "internationalization" in the postwar East Asian region. It was revealed that 
American political and economic clout and Japan's role as a core state pressured the 
internationalization and globalization of East Asia, and significantly influenced the establishment 
and transformation of cultural exchanges among East Asian countries.

研究分野： 社会学
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１．研究開始当初の背景 
本研究は、次の三つの研究の流れを学術的
背景としてもっていた。  
(1) グローバル・カルチャーにかんする学際
的諸研究 「グローバル化」をめぐる議論は、
とりわけ 90 年代以降、一つの研究領域に縛
られず、社会学、文化人類学、カルチュラル・
スタディーズ、メディア研究、地理学、政治
経済学など、さまざまな領域を活発に横断し
ながら展開されてきた。したがって、グロー
バル化についてはさまざまな観点や態度が
存在する。本研究は、そのなかでもグローバ
ル・カルチャーを生みだす「グローバルな圧
縮のプロセス」に注目しつつ（R.ロバートソ
ン、M.フェザーストン）、そのプロセスが、
意味と表現の体制の全面的な同質化ではな
く、地域と地域の間には人間や財、そして意
味のフローが存在する社会的ネットワーク
であるという観点（A.アパデュライ、U.ハー
ネルズ）を受け入れ、そのプロセスが国際化
をめぐる「境界」のあり方といかに葛藤・矛
盾するのかを検討する。 
(2) 東アジアにおける開発主義と産業的近代
化にかんする諸研究 東アジアの経済成長の
原因と戦略を指して提案された「開発国家」
（development state）という概念（C.ジョ
ンソン）は、日本と韓国、台湾などの東アジ
ア諸国における経済発展の諸様を資本主義
や社会主義的発展過程とは異なる第３の形
態として把握し、特殊なプロセスとして説明
している。その後、①国家活動の根本的目標
としての経済的成長と生産の最優先、②業績
主義（meritocracy）に基づいた経済官僚の
充員、③産業の変化の課業があたえられた機
関、④官僚と企業エリート間の緊密な関係の
制度化、⑤特定の利害関係と成長を損なえる
力からの保護、⑥制度化された政府−産業ネ
ットワーク及び主要資源に対する公共の統
制などの特徴をもつ開発主義が、東アジアの
産業的近代化を可能にした主な要素として
論じられてきた。しかしこのような開発主義
の各特徴は、グローバル化を可能にした経済
的基盤となった一方で、それ自体ではグロー
バル化を促進する動きとは多くの面で衝突
してきた。つまり、戦後東アジアにおいてグ
ローバル化と国際化がどのように相互作用
したのか（P.J.カッツェンスタイン）を理解
するためには、東アジアの開発主義と近代化
の文脈のうえで検討する必要がある。 
(3) 「東アジアにおけるトランスナショナル
な文化越境にかんする諸研究 戦後東アジア
におけるトランスナショナルな文化越境を
めぐる研究は、アメリカン・ヘゲモニーをめ
ぐる共有の経験（吉見、丸川ら）やアジア諸
国における日本のポピュラーカルチャーの
交通（岩渕、白石ら）、東アジア諸国からの
文化発信や市場の拡大（Hong, Kim ら）を中
心になされてきた。しかしこれらの諸研究は、
空間的にも時間的にも依然として断片的に
論じられており、「アメリカニズム」の覇権

的性格や「中核国家」として日本の役割、「東
アジア大衆」のトランスナショナルな諸経験
を「東アジアの戦後的文化空間」として総合
的に論じるまでには至っていないように思
われる。それは東アジアを構成してきたさま
ざまな条件や要素の葛藤と矛盾が充分に語
られていないからであろう。「グローバル化」
と「国際化」の相互作用は、その葛藤と矛盾
の変容過程を歴史的かつ実証的に解明する
ための重要な問題なのである。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、1945 年以降の日本と韓

国、中国における「グローバル化」と「国際
化」をめぐるメディア、政策、法制度、産業、
教育、市場、生活様式の展開を歴史的かつ実
証的に探ることによって、戦後東アジア地域
において「グローバル化」と「国際化」はど
のように遂行され、どのような文化的産物を
生み出してきたのかを明らかにすることで
ある。とくに、60 年代以降の日本、80 年代
以降の韓国、90 年代以降の中国の動きを重層
的に比較しながら、アメリカン・ヘゲモニー
の変容や「中核国家」として日本の役割、「東
アジア大衆」のトランスナショナルな諸経験
などを総合的に検討することで、東アジア文
化研究への独創的かつ有意義な貢献を目指
す。 
 
３．研究の方法 
本研究は、方法論として主に歴史的・政治

経済的・社会文化的分析による「歴史化」作
業と比較分析による「理論化」作業を試みる。
具体的には、次のような手順を踏む。 
 
＜理論化作業＞ 
(1) 文献レビューを通じて、戦後東アジアに
おける「冷戦戦略」や「開発主義」「産業的
近代化」 「国内政治」などが、「グローバル
化」と「国際化」とどのように相互作用した
のかを、グローバル化をめぐる 学際的諸研
究にもとづいて考察する。 
(2) 文献レビューを通じて、国家や帝国、市
場やグローバル化、文明や世界 文化という
枠組みの上で、東アジア地域のあり方につい
て考察する。 
(3) 文献レビューを通じて、メディア、政策 、
法制度、産業、教育、市場、生活様式を総合
的かつ重層的に扱う方法や理論的観点につ
いて追究する。  
 
＜歴史化作業＞ 
(1) 日本や韓国、中国、アメリカの資料を通
じて、戦後直後からのアメリカニズムの作用
を把握し ながら、東京五輪が開催された 60
年代以降の日本、ソウル五輪が開催された 80
年代以降の韓国、市場開放が本格 化した 90
年代以降の中国における国際化やグローバ
ル化をめぐる実践・言説を探る。 
(2) 資料調査を通じて、そのような実践・言



説が東アジアの歴史的かつ地政学的条件と
どのように葛藤・矛盾していたのかを軍事・
政治的側 面と産業・経済的側面から考察し、
社会・文化的観点から分析する。 
(3) 文献レビューや資料調査を通じて、日中 
韓のメディア、政策、法制度、産業、教育、
市場、生活様式における実践・言説をめぐる
歴史的変化を考察し、 比較分析する。  
 
＜執筆と公表＞  
(1) このような文献レビューと資料調査を
行いながら、多角的な構想や執筆を進める。 
(2) この結 果にふまえて学会発表などの発
信を進める。 
 
４．研究成果 
3 年間の研究をつうじて、アメリカの政治

的かつ経済的影響力と中核国家としての日
本の役割が、韓国の高度成長と産業的近代化、
冷戦構造の崩壊と中国の開放などが、東アジ
アの国際化とグローバル化を圧縮的に促し、
東アジア諸国の文化交流と各国国内の文化
的正当性の確立・変容に多大な影響をおよぼ
したことを明らかにした。具体的な成果は次
のようにまとめることができる。 
(1) 60-80 年代東アジアの高度成長と国際化
による都市・観光空間の変容について国内外
学会で の発表とジャーナル論文掲載を行っ
た。 
(2) 東京五輪による日本の国際化が戦後日
本と東アジアのあり方に及ぼした影響につ
いて、 イギリス・シェフィールド大学の Glen 
Hook 教授らとの国際共同研究を行った。 
(3) 自ら立ち上げた「東アジア観光文化研究
会」を つうじて、韓国のソウル大学、中国
の中山大学とともに、日中韓共同研究および
共同出版を行ったことなどがあげられる。と
くに日中 韓の研究者との共同研究の成果と
して共編著『東アジア観光学―まなざし・場
所・集団』（亜紀書房）を一読者向けに出版
した。 
(4) 東アジアのポピュラー音楽の形成・変容
過程を国際化・グローバル化の観点からさぐ
り、AAS をはじめとする様々な学術大会を通
じて発表した。 
(5) 「音楽越境研究」「平和観光研究」など
のテーマで、日中韓の研究者との学術交流を
行うことで、3 年間の成果はもちろん、国際
化とグローバル化の相互作用の側面からの
共同研究の可能性を見つけた。 
 
このような成果を通じて、学術的インパク
トだけではなく、社会的インパクトのある研
究を行うことができた。内容的には、次のよ
うな点を取り上げることができる。 
(1) 60-80 年代東アジアの高度成長と国際化
による観光空間の拡張が都市文化とメディ
アと観光を含む大衆文化のメカニズムを再
構築させた。 
(2) 国際化とグローバル化が国民国家の秩

序と矛盾・葛藤することによって、文化的正
当性と社会的規範が大きく変容し、東アジア
の日常生活のあり方を転換させた。オリンピ
ックは、そのような変容と転換をもたらした
イベントであり、それを表した現象でもあっ
た。 
(3) 国際化とグローバル化の相互作用によ
って、東アジアの新たな文化的ネットワーク
が構築され、国家のレベルとは異なる形の活
発な交流を遂行してきたことなどを明らか
にした。 
(4) 国際化とグローバル化の相互作用を通
じて、東アジアの人々が、社会的・文化的変
化の受容者ではなく、そのような変化を自ら
表すアクターであり、記号であることを明ら
かにした。 
 
この研究の学術的かつ社会的意義は、40 年
程度の短い期間に圧縮的に進行した東アジ
ア地域の国際化とグローバル化が、都市空間
のようなマクロなレベルと大衆文化のよう
なミクロなレベルで同時に作用した過程を
探ることで、これまで国家のレベルではみえ
てこなかった東アジアにおけるヒト、モノ、
コトの活発な交をより明らかにし、さまざま
な場を借りて活発に発信したということに
ある。 
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